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氏

藤

勝
山
記

五
六
四
年
か
ら
一五
六
一年
の
間
。

法
華
宗
の
僧
に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ
た
と
い
わ

れ
、
山
梨
県
の
中
世
を
研
究
す
る
上
で
一級
の

ば
毎
年
の
よ
う
に
戦
や
災

た
こ
と
と
、
そ
の
た
め
に
多

い牲
に
な
っ
て
い
た
事
を
克

ｒる
。

川
除
（永
禄
二
年
）
や
用

設
（天
文
三
二
年
）
な
ど
、

の
人
々
が
様
々
な
開
発
に

一活
の
安
定
を
保
と
う
と

た
」ゝと
が
う
か
が
え
る
。

燐一〇盛

武田不動明王 (木像)

御
　
史
　
物
■
謳
麟
鶴
量
饉
剛

願文2通

武
田
晴
信
（信
玄
）
願
文
２
通

晴
信
（信
玄
）が
武
田
・北
条
。今
川
の
二
国
同
盟

の
た
め
北
条
氏
政
に
嫁
が
し
た
長
女
黄
梅
院
の
　
安

産
を
願
い
当
社
に
奉
納
し
た
願
文
。

願
い
が
叶
え
ば
船
津
の
関
所
を
開
放
す
る
と
記

し
て
い
る
。

黄
梅
院
は
氏
政
と
の
間
に
北
条
家
五
代
目
当
主

と
な
っ
た
氏
直
な
ど
を
生
ん
で
い
る
。

古
文
書

２３
通

信
虎
、
信
玄
、
勝
頼
の
武
田
三
代
及
び
家
臣
を

は
じ
め
、
武
田
家
減
亡
後
統
治
し
た
徳
川
の
臣

の
印
判
状
、
許
定
書
、
指
令
状
等
。

武
田
不
動
明
工
（本
像
）

武
田
信
玄
目
刻
と

い
わ
れ
、
戦
国
時
代
の
武
将

ら
し
さ
の
あ
る
剛
健
な
姿
。

聖
彼
太
子
（木
像
）

聖
徳
太
子
は
富
士
山
最
初
の
登
山
者
と
い
わ
れ

る
。
像
は
乗
馬
姿
で
江
戸
時
代
初
期
の
作
と
い

わ
れ
て
い
る
。

角
行
像
（鋳
物
）

角
行
は
、
富
士
講
の
祖
。

像
は
、
富
士
講
行
者

「村
上
光
清
」
の
書
堤
寺
で

あ
る
駒
込
の
専
修
院
に
祀
ら
れ
て
い
た
が
、
角
行

没
二
〇
〇
年
に
あ
た
る

一
人
四
五
年

（弘
化
二
年
）

に
報
恩
の
た
め
当
社

へ
奉
納
し
た
も
の
。

聖徳太子 (木像)



ネ申
坂
上
田
材
麿
、
藤
原
秀
舞
、
源

田
家
、
彼
川
家
な
ど
有
力
な
武

所
と
し
て
、
官
士
山
鎮
護
、
国

開
運

の
護
り
神
と
し

て
尊
び
奉

町
時
代
に
は
、
武
里
一賓
（信
虎
、

頼
）及
び
領
二
小
山
田
家
及

人
原
郷
の
小
林
家
か
ら
は
、

な
庇
護
を
受
け
る
と
と
七
に
、

願
（宙
売
繁
昌
）、領
民
和
楽
、

栄
（婚
姻
・子
授
け
・安
麦
）
の

し
て
尊
敬
さ
れ
て
き
た
。

彼

昌
里宮社
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富
士
山
最
古
の
神
社

武
田
信
玄
公
が
崇
拝

し

久
不

ネ申

夫
↑
化
閣
僻
鼎
岬
人
Ｔ
こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
の
う
」ι

官

官
士
山
最
昔
の
社
。

十
九
九
年
（文
武
天
皇
の
御
世
）藤
原
義
曳
Ｔ

が
見
山
富
士
二
合
ロ
ヘ
奉
斉
。

七
二
二
年
（春
老
四
年
）爾
星
建
立
。

ハ
〇
七
年
（人
周
二
年
）
に
坂
上
田
村
麿
郷
が

蝦
夷
征
伐
の
御
礼
と
し
て
社
殿
を
創
建
。

噴
人
の
た
め
の
数
次
に
わ
た
る
炎
上
と
、自

然
条
件
厳
し
い
場
所
の
た
め
に
腐
朽
激
し
く
、

そ
の
つ
ど
皇
宜
及
び
、武
田
家
を
は
じ
め
と

し
た
有
力
な
武
将
等
に
よ
り
耳
興
が
重
ね
ら

れ
て
き
た
。

現
在
の
建
物
は
、
一
六

一
二
年
（凌
長

一
七
年
）
に
彼
川
家
の
臣
で
省
時
省
地
方
の
領

■
鳥
暑
成
次
が
造
営
、そ
の
後
四
回
の
人
改
修
を
経
た
ｔ
の
を
、永
久
保
存
の
た
め

昭
和
四
九
年
に
現
在
地

へ
遷
祀
し
た
も
の
で
あ
る
。

構
造
は
、
一
間
社
入
母
星
造
り
、向
拝
唐
破
風
造
り
、星
根
は
檜
皮
葺
形
銅
板
葺
さ
で

桃
山
時
代
の
特
徴
を
も

っ
た
す
ぐ
れ
た
建
造
物
で
る
。
昭
和
四
十
六
年
別
表
社
に

列
せ
ら
れ
る
。



九
四
〇
年
（
天
凌
二
年
）薦
原
秀
郷
が
手
将
門

の
反
乱
を
鎮
定
し
た
婦
途
、
戦
勝
を
祝
い
御

礼
奈
を
執
行
し
、
法
几
鏑
馬
を
奉
納
し
た
こ
と

に
始
ま
る
。

武
田
流
流
鏑
馬
神
事
は
、
出
陣
式
か
ら
始
ま

り
、
か
ぶ
ら
矢
奉
献
な
ど
の
儀
式
の
後
、人
鼓

の
合
図
で
次
々
に
砂
煙
り
を
上
げ
て
疾
定
す

る
馬
か
ら
矢
を
射
る
戦
国
絵
巻
き
な
が
ら
の

ユ
麗
さ
で
あ
る
。

員
　
官

九
五
八
年
（天
彼
二
年
）材
上
天
皇
が
、出
↑
敬
者
の

礼
拝
儀
奈
の
便
を
図
る
た
め
、老
松
繁
る
現
在
の

場
所

へ
建
立
。

以
来
武
田
家
、
小
山
田
家
、彼
川
家
か
ら
あ
つ
い

信
仰
や
手
厚
い
庇
護
を
受
け
て
来
た
。

現
在
の
建
物
は
、明
治
二
二
年
に
再
建
。

河
□
湖
に
面
し
、喧
騒
と
離
れ
た
静
寂
の
中
で
、

歴
史
の
風
を
盛
じ
ら
れ
る
。

，二
な
人
不
り

歳
旦
奈

祈
年
祭

建
国
記
２
祭

春
季
人
祭
（は
な
祭
）

流
鏑
馬

人
祓
式
（茅
の
輪
く
ぐ
り
）

秋
季
人
奈
（神
輿
祭
）

新
嘗
祭

十
五
三
祈
願
令

十 十 九 七 四 四 ニ ー ー
ー ー 月 月 月 月 月 月 月
月 月 二 二 十 十
中 十 九 一 九 ニ ー 五 一
旬 五 日 日 日 日 日 日 日

日
■交通のこ案内           

ン 路

河口湖駅から湖畔周遊レトロバスで 10分 冨士御室浅問神社下車

中央自動車道河口湖iCより車で12分

武田信玄公祈願所

冨 t御 室 残 FBH神社

山梨県南都留郡富士河口湖町勝山3951

丁EL・ FAX (0555)83-2399
httpl〃www.fuilomurOsengeniinia ip


